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第十一回 

日  時：‘０３．１１．２３（日）～１１．２４（月） 

概略行程： 

 １日目 武蔵五日市駅～秋川橋河川公園／飯盒炊さん～本宿役場前～
ほっさわ

払沢の滝～下平～ 

                            宿泊／民宿 かんづくり荘 

 ２日目 
かずま

数馬温泉センター前～都民の森～
みとう

三頭大滝～十里木ランド／バーベキュー～武 

     蔵五日市駅 

メンバー；齋木、米本、山田、吉川、大谷、小林、磯崎 

 

  

 東京都唯一の村、「檜原村」は、三方を尾根に囲まれた「柚子の里」。 

 奥多摩南西域に位置し、北には御前山山塊と大岳山稜／馬頭刈尾根が迫り、西には、山

頂で山梨県との都県境界線を引く三頭山。 

 そして、南には、三頭山から張り出す「笹尾根」が伸び、尾根向こうの山梨県／上野原

町との壁を造る。 

 更に、三頭山から伸びる別の山稜、「浅間尾根」が村の中央部を東西に走り、見事に村域

を南北に分断、山塊なぞると、「∈∈∈∈文字模様」を象形する。  

 

 今回は初めての、奥多摩／南西域トレッキング。 

 「浅間尾根」の東端から、檜原街道を南秋川沿い（「浅間尾根」南手）に上り、かって養

蚕地として栄えた「数馬の里」を、晩秋に訪ねる。 

 

 待ち合わせ地は、奥多摩登山の、もう一方の玄関口、武蔵五日市線の終着駅／武蔵五日

市駅。 

 連休
なかび

中日の駅前バス・ターミナルは、装い凝らしたハイカーで溢れ、例によって、次々

と臨時バスが仕立てられるが、客を捌くに追いつかず。 

 西東京西東京西東京西東京バスバスバスバスのののの案内人案内人案内人案内人がががが、、、、拡声拡声拡声拡声マイクマイクマイクマイクででででバスバスバスバスのののの行行行行きききき先先先先をがをがをがをが鳴鳴鳴鳴りりりり立立立立てるがてるがてるがてるが、、、、彼彼彼彼のののの周周周周りにはりにはりにはりには、、、、

終終終終わるをわるをわるをわるを待待待待ってってってってバスバスバスバスのののの行行行行きききき先訊先訊先訊先訊ねんとねんとねんとねんと、、、、ハイカーハイカーハイカーハイカー達達達達がががが纏纏纏纏わりわりわりわり付付付付くくくく。。。。    

    

【余談２５】奥多摩トレッキングの玄関駅は、既・の通り、青梅線の終着駅／奥多摩駅と、

武蔵五日市線／武蔵五日駅である。 

 他のＪＲ駅やバス停で降車する人の向かい先は、おおよそ推測できるが、上記２駅では

まったく見当がつかない。 

 ターミナルは武蔵五日市駅の方が整備されているが、混み具合、・頻度は、圧倒的に奥



多摩駅が勝るものと思われる。 

  

 今回は連休を利用し、初めて（日）、（月）のスケジュールとするが、定刻迄には、全員、

無事集合。 

 森氏は所用により欠席。ただ、大谷氏が久し振りに加わり、過去最高７名参加の大編成。 

 天気予報は、初日／終日晴れ、２日目／晴れ夕刻曇りと喜ばしてくれるものの、見上見上見上見上げげげげ

るるるる空空空空にはにはにはには雲厚雲厚雲厚雲厚くくくく、、、、ついついついつい森氏欠席森氏欠席森氏欠席森氏欠席のののの不安不安不安不安がががが頭頭頭頭をよぎるをよぎるをよぎるをよぎる。。。。    

 

 早速、パーティを２分し、昼食担当の小林氏、それに山田、大谷両氏の計３名が、駅前、

「パーク・ショッピングセンター」へ食材の買い出しに、残り４名は竈造りに、「秋川橋河

川公園」へと別動する。 

 

 向かう道中、抜ける風は冷気を含み、周囲に見る樹々は葉落が進み、なお残る葉にも色

褪せが否めず。 

 橋上から見下ろす「秋川」は、意外なるか、水量乏しく川幅狭小を知り、時期を逸っし

たか、利便さの代償かと煩悩しながら、河川敷に降りる。 

 

 キャンプ場は、「秋川」の広い河原を利用したもので、案内パンフに見られるような、芋

を洗うが如き繁忙期の様相は既に無く、静かで透明色の晩秋風景に包まれる。 

 また、間近で見る「秋川」の流れは、瀬音高く、水も清冽を知り、ひとまず安堵する。 

  

 鍋釜借用に、受け付けに並ぶや、場・管理人と女性リーダーの睨み合い。 

 石石石石をををを積積積積んでのんでのんでのんでの直下炊直下炊直下炊直下炊きききき禁止等禁止等禁止等禁止等、、、、利用規則利用規則利用規則利用規則をををを丁寧丁寧丁寧丁寧にににに説明説明説明説明するするするする役人気質役人気質役人気質役人気質１００１００１００１００％％％％のののの親父親父親父親父がががが言言言言

うにはうにはうにはうには、、、、““““ここここれをれをれをれを説明説明説明説明するのがするのがするのがするのが私私私私のののの仕事仕事仕事仕事でねぇでねぇでねぇでねぇ、、、、何何何何かあったかあったかあったかあった日日日日にゃにゃにゃにゃ、、、、あたしがあたしがあたしがあたしが責任取責任取責任取責任取らされらされらされらされ

れちゃうんだよれちゃうんだよれちゃうんだよれちゃうんだよ””””    

    ＶＳＶＳＶＳＶＳ    実利実利実利実利にににに敏敏敏敏でででで、、、、痺痺痺痺れをれをれをれを切切切切らすらすらすらす熟女熟女熟女熟女がががが返返返返すすすす、、、、    

    ““““杓子定規杓子定規杓子定規杓子定規にやってりゃにやってりゃにやってりゃにやってりゃ陽陽陽陽がががが暮暮暮暮れるれるれるれる、、、、あたしゃあたしゃあたしゃあたしゃ遊遊遊遊びにびにびにびに来来来来たんでたんでたんでたんで、、、、おおおお前前前前さんのさんのさんのさんの講釈何講釈何講釈何講釈何ぞぞぞぞ聞聞聞聞

きにきにきにきに来来来来たんじゃないよたんじゃないよたんじゃないよたんじゃないよ””””    

    とととと互互互互いのいのいのいの言言言言いいいい分分分分ぶつけぶつけぶつけぶつけ合合合合うううう。。。。    

 “
．
それぞれのごそれぞれのごそれぞれのごそれぞれのご意見意見意見意見ごもっともごもっともごもっともごもっとも””””、、、、とととと感心感心感心感心しししし、、、、““““互互互互いにいにいにいに引引引引くなくなくなくな！！！！””””、、、、とととと我我我我をををを忘忘忘忘れてれてれてれて、、、、軍配替軍配替軍配替軍配替

わりにわりにわりにわりに団扇団扇団扇団扇をををを扇扇扇扇ぐぐぐぐ。。。。    

 

 やっと全容を表わした昼のメニューは、和風仕立ての「野菜の炊き合わせ風寄せ鍋」と

「鶏肉団子鍋」の鍋料理２品と、市販の「おにぎり」、「細巻き」付き。 

 味、量、共に合格点も、強いて軍配を上げるなら、量が少な目で、若干、手が込んだ風

に見えた後者に、皆の箸が集まったかも。 



 

 食後に一服。 

 初冬に吹く風が、河原に立ち昇る幾筋かの白い湯気を揺らしたり、時折射し込む晩秋の

陽が、渓流向こう岸の樹々に残る彩色を、一瞬、浮かび上らせたりと、ぼやし画のような

色模様を、しばし楽しむ。 

 

 いつも通りの長居で、予定のバスをまたもや見送り。 

 バス停からの距離とスケジュールの維持から、タクシー移動を一瞬考えるが、事前にバ

スカード（5,000X3=15,000→17,550利用可）を購入済みであったため、次バス乗車を選択

し、武蔵五日市駅に戻る。 

 

 次に向かうは、“日本の滝百選”にも選ばれた「払沢の滝」。 

 「
せんげん

浅間尾根」の東終端に位置し、バス停からのアプローチに恵まれることから、時期を

問わず訪れる人の多い景勝地で、１～２月の寒冷期には流れが氷凍結することでも有名。 

  

 最寄りのバス停は、「払沢の滝入り口」であるが、バス路線と便の関係から、２つ手前の

バス停、「
もとじゅく

本宿役場前」で下車。 

 尾根の途切れから、南北の秋川が合流し、川名を「秋川」と変えるこの辺り、南北の村

人が出会う、村の中心地でもある。 

 バス停そばの橋上から、「南秋川」の川面を覆う見事な紅葉を見つけ、自然の微妙さに感

じ入る。 

 

【余談２６】檜原村は、浅間尾根の北側が、「北谷」、南側が、「南谷」と呼称されている。 

 かっては北谷の方が人家も多かったようだが、檜原街道の開通により、南谷の軒数が逆

転し、そのためか、その後長らくは、村民数で勝る南谷出身者が村長職を独占し、ここし

ばらくは、無投票当選が続いていた由。 

 ところが前回の改選時、北谷から対抗馬が登場し、久し振りの村長選挙となったが、「浅

間尾根」の壁は厚く、変わらぬ人口比に・と散ったと TVがドキュメント。 

  

 橋を渡り、南北の分岐点となる三叉路を右手、北の方角に取り、滝に向かい、北秋川沿

いを歩く。 

 通りの民家軒先には、乾燥させるためか、「大根」、「蒟蒻」、「芋」、「木の実」等、山の幸

が寒風に晒され、まさに、「小さな旅」で見る「里山の冬支度風景」と、心を和ませる。 

  

 滝への山道は約１５分。 

 入口付近には、休・祭日が営業日のギャラリー、喫茶店が並び、道の途中には、木の香



臭う木工細工店。店頭には本格的な望遠鏡が据えられ、正面、遙か北の馬頭刈尾根山腹に

白く輝く、「天狗滝」の流れを案内する。 

 

 「払沢の滝」は、山道の終端。 

 本日も、早、人盛況にて、「日本の滝」にフラッシュを連射。 

 

 滝を臨む休憩小屋でコーヒータイムとするが、森氏の欠席により、火器は１セットのみ。  

 またもや２回に分けての湯沸かしとなり、後半組は、バスの出発時刻と睨めっこしなが

らの、歩行喫茶。 

 ““““次回迄次回迄次回迄次回迄にはにはにはには、、、、別別別別のののの誰誰誰誰かにかにかにかに購入購入購入購入させるべしさせるべしさせるべしさせるべし””””とととと、、、、改改改改めてめてめてめて心心心心にににに誓誓誓誓いいいい、、、、標的標的標的標的をををを絞絞絞絞るるるる。。。。    

 

 会頭から、バス停前の名物豆腐店、「ちとせ屋」製の「うの花ドーナツ」のお裾分けを頂

戴し、ヘルシー感を覚える微妙な味を初めて賞味する。 

 

【余談２７】奥多摩地区には難解な読みの地名が多い。 

 「払沢（ほっさわ）」も然りながら、「笛吹（うずしき）」、「人里（へんぽり）」、「神戸（か

のと）」はなかなか読み辛い。 

 それぞれに由来有るものと思われるが、いずれもバス停名にも使用されており、笑えぬ

トラブルがあったのは想像に・くない。 

 

 本宿バス停に戻り、今度は、三叉路を左手、南谷方向に向かう「数馬行」のバスに乗車

し、檜原街道を南秋川沿いに上り、「
しもひら

下平」で下車。 

 バス停からは、廃屋他、数軒の家屋が散見されるのみで、今夜の宿、「民宿 かんづくり

荘」らしき建物は見当たらず、大谷氏の機転で、宿に携帯連絡し、浅間尾根登山口側に少

し戻り、無事入場。 

 

 兜造りの旧屋は、街道から１階分下がったレベルを入り口とし、北面窓下に、「南秋川」

の流れを見る三層式。 

 定員７０名は、既利用宿ではトップクラスの規模となり、宿泊客は我らを含んで４組２

０名強と見当する。 

 

【余談２８】宿選びは、①立地、②接客振り、③コストを念頭に行っている。 

 観光旅館は好立地であることが多いが、②、③に難点があり、近時は、「民宿」を優先し、

接客面から、「少定員宿」を選んでいる。 

 電話の応対振りも気にするが、それにより申し込みを中止したケースはない。 

 烏森トレッキングでの利用は、陣馬の湯、「姫谷」が観光旅館もどきで、大月、「破魔射



場」、今回の「かんづくり荘」が民宿と称しているが、御岳の宿も実体は後者と言えよう。 

 

 到着直ぐに、トラブル発覚！ 

 ２室に分かれた・、会頭、米本、山田組の部屋炬燵が、断線模様で用立たず。 

 しかも、女将から、“実は、その事は昨日より解っていましたが、治す手立てもなく…”

と、放置の自白。 

 ““““客商売客商売客商売客商売にあるまじきにあるまじきにあるまじきにあるまじき振振振振るるるる舞舞舞舞いいいい””””とととと、、、、義理義理義理義理とととと人情人情人情人情にににに厚厚厚厚いいいい大谷氏大谷氏大谷氏大谷氏からからからから叱責受叱責受叱責受叱責受けたけたけたけた女将女将女将女将、、、、予予予予

備線求備線求備線求備線求めてめてめてめて蔵中探蔵中探蔵中探蔵中探しししし、、、、やっとやっとやっとやっと見見見見つけてつけてつけてつけて、、、、メンテメンテメンテメンテ・・・・サービスサービスサービスサービスにもにもにもにも詳詳詳詳しいしいしいしい同氏同氏同氏同氏にににに修復修復修復修復してしてしてして貰貰貰貰うううう。。。。    

 

 「檜風呂」は、樹の香抜けた時代物。それでも豊富な湯量が湯煙となり、大きな硝子戸

を曇らし、水を滴らす。 

 

 宴の席は、天井高く、四方八方、スペースたっぷりの大広間に設けられ、４組の座席間

には間仕切り無し。 

 かつては、何段にも積み重ねられた養蚕養蚕養蚕養蚕箱が、所狭しと並べられていたのではとの思い

を馳せつつ、高天井を見上げるや、懐古懐古懐古懐古も吹き飛ぶ大梁の傾き。 

 これはいかんとこれはいかんとこれはいかんとこれはいかんと、、、、慌慌慌慌てててててててて、、、、両端支両端支両端支両端支えるえるえるえる補強柱補強柱補強柱補強柱にににに目目目目をををを遣遣遣遣るやるやるやるや、、、、床床床床をををを離離離離れてれてれてれて宙宙宙宙にににに浮浮浮浮きききき、、、、こうこうこうこう

なりゃなりゃなりゃなりゃママママママママよとよとよとよと腹括腹括腹括腹括りりりり、、、、““““ここにもここにもここにもここにも、、、、冷房不要冷房不要冷房不要冷房不要のののの「「「「山山山山のののの宿宿宿宿」」」」””””、、、、ととととブラックジョークブラックジョークブラックジョークブラックジョークをををを絞絞絞絞りりりり出出出出

すすすす。。。。    

 

 料理は、山菜中心の素朴味。 

 ４組の宴は、負けじとばかりに、ワイワイ、ガヤガヤ、互い勝手な声張り上げ合い、時

折、エールも交わし合う、微妙なハーモニー。 

 

 我らが宴席に若女将が参上。 

    炬燵修理炬燵修理炬燵修理炬燵修理にににに一言御礼申一言御礼申一言御礼申一言御礼申しししし上上上上げたしとげたしとげたしとげたしと、、、、熱燗熱燗熱燗熱燗３３３３本携本携本携本携えるはえるはえるはえるは、、、、年年年年のののの割割割割にはにはにはには誠誠誠誠にににに殊勝殊勝殊勝殊勝なななな心掛心掛心掛心掛けけけけ

でででで、、、、遠慮無遠慮無遠慮無遠慮無くくくく、、、、早速馳走早速馳走早速馳走早速馳走になるになるになるになる。。。。    

 仕上げの「もり蕎麦」が、また旨い。 

 

    おおおお腹腹腹腹をををを撫撫撫撫でででで撫撫撫撫でででで、、、、おもむろにおもむろにおもむろにおもむろに、、、、さぁさぁさぁさぁ、、、、おおおお時間時間時間時間とととと、、、、一言具申一言具申一言具申一言具申、、、、““““こんなにこんなにこんなにこんなに旨旨旨旨いいいい「「「「白菜漬白菜漬白菜漬白菜漬けけけけ」」」」

をををを、、、、食食食食べずべずべずべず残残残残すはすはすはすは勿体無勿体無勿体無勿体無しししし””””とととと。。。。    

    予定通予定通予定通予定通りりりり、、、、酔漢衆議酔漢衆議酔漢衆議酔漢衆議はははは包包包包んでんでんでんで貰貰貰貰うことでうことでうことでうことで一致一致一致一致しししし、、、、作戦完遂作戦完遂作戦完遂作戦完遂のののの交渉役交渉役交渉役交渉役はははは大谷氏以外大谷氏以外大谷氏以外大谷氏以外にににに適任適任適任適任

無無無無しともしともしともしとも意見意見意見意見がががが一致一致一致一致、、、、無理無理無理無理をををを頼頼頼頼んでんでんでんで送送送送りりりり出出出出すすすす。。。。    

 

 ウワッハハウワッハハウワッハハウワッハハのののの、、、、ウワッハッハウワッハッハウワッハッハウワッハッハ！！！！    

    さすがさすがさすがさすが大谷氏大谷氏大谷氏大谷氏、、、、成果成果成果成果はははは満点満点満点満点、、、、予定予定予定予定…………想通想通想通想通りにりにりにりに、、、、増量成増量成増量成増量成ったったったった「「「「大盛大盛大盛大盛りりりり箱箱箱箱」」」」をををを披露披露披露披露するするするする。。。。    



    女将女将女将女将のののの母者母者母者母者がががが耳打耳打耳打耳打ちしてくれたそうでちしてくれたそうでちしてくれたそうでちしてくれたそうで、、、、““““そうかそうかそうかそうか、、、、なるほどなるほどなるほどなるほど、、、、さもあらんさもあらんさもあらんさもあらん””””とととと、、、、みんなでみんなでみんなでみんなで

腹打腹打腹打腹打ちちちち大笑大笑大笑大笑いいいい。。。。  

  

 ４人部屋に集まり、二次会のスタート。 

 武蔵五日市駅前／コンビニ購入の「角瓶」を据え、ストレートで飲む。 

 口角泡口角泡口角泡口角泡をををを飛飛飛飛ばしばしばしばし、、、、声音声音声音声音がががが上上上上がるがるがるがる頃頃頃頃、、、、宴宴宴宴はたけなわはたけなわはたけなわはたけなわ。。。。    

    まだまだあるぞとまだまだあるぞとまだまだあるぞとまだまだあるぞと、、、、非常用非常用非常用非常用ののののポケットウィスキーポケットウィスキーポケットウィスキーポケットウィスキーにもにもにもにも出動願出動願出動願出動願うがうがうがうが、、、、酒酒酒酒のののの切切切切れれれれ目目目目をををを睡魔睡魔睡魔睡魔がががが

襲襲襲襲いいいい、、、、鼾鼾鼾鼾かきかきかきかき出出出出すすすす御仁御仁御仁御仁がががが出出出出てはてはてはては、、、、自然散会止自然散会止自然散会止自然散会止むむむむ得得得得なしなしなしなし。。。。    

 

 明日の天気はと、硝子戸を引くと、火照った体に心地良い涼感が浸入。 

 しかし、外は山影の陰影すら判別できない暗黒の世界が広がり、漆黒の闇向こうから南

秋川のせせらぎ音が響くのみ。 

 明日の好天は望み薄と観念し、寝床に就く。 

 

 全員、身支度を整えての朝食は、隣のバス停、「数馬温泉センター前」から、朝一番の「都

民の森」行き急行バスに乗ろうとの算段から。それでも、旨い旨いとお代わりが弾む。 

  

 鈍よりと、曇空に覆われた「都民の森」到着は、９；３０AM前。 

 祭日と云うこともあり、登山者を含めての、早朝からの来場者は多く、森の入り口は賑々

しい。 

 ただ、密かに期待した、いつも深紅に染まる駐車場の樹々は、残念ながら、すでに葉を

落とす。 

  

【余談２９】上りのバス時刻表に、予定便後の急行便を見つけ、場内整理員に次の降車予

定地、「十里木」での停車を訊くと、軽く、“YES”の返事。 

 それならスケジュールに余裕もと喜んだが、何故か気になり、別の若いバス運転手に再

確認するや、重く、“NO”の一言。 

 “やっぱりなぁ”と奇妙な得心をし、引き下がる。（実は事前調査で把握済みであったが、

ひょっとしたら臨時停車も、と淡い期待で訊いたもの） 

 

 急坂と木階段を上り、なお所々に彩色残す木屑路を、「三頭大滝」へと歩く。 

 途中、展望が開け、案内看板とベンチを置く休憩所に立ち寄るも、視界無しにて、早々

に先へ急ぐ。 

  

 「三頭大滝」は、落差３３ｍの岩縫う流れ。 

 メンバー全員、滝の観光橋、「滝見橋」に並び、眼前の長い滝流を追う。 



 例年なら、樹々が、橋の周囲を紅葉で埋める筈も、すでに葉落後にて、何とも残念と悔

しがる。 

 滝の上部に回り、流れの源を見た後、「滝見橋」入り口横の木テーブルに座り、ティータ

イム。 

 タイトな計画に、後の組は、またまた下山しながらのコーヒー賞味。  

 

【余談３０】５～６年前になるか、三頭山から三頭大滝へ下ってきた時、女子大生から、「都

民の森」に対するアンケート調査を受けたことがある。 

 完成したばかりの「木屑路」の評価を主とするもので、人工路は似合わないと、余り良

い回答はしなかったが、年々、それなりの馴染は認められる。 

 

    米本氏が、広場の売店で黒土付き大根を購入。新鮮さもさることながら、大きさが半端

でなく、““““「「「「おろしおろしおろしおろし」」」」とととと言言言言うよりうよりうよりうより、、、、やっぱしやっぱしやっぱしやっぱし、「、「、「、「煮物煮物煮物煮物」」」」かなかなかなかな””””とととと、、、、おおおお節介節介節介節介なななな調理調理調理調理のののの談議談議談議談議。。。。    

    短時間の滞在となったが、予定通り、１１；００過ぎのバスに乗り込む。    

 

 最後のイベントは、十里木ランド河川敷でのバーベキュー。 

 管理人から、“材料を手配する迄、火を付けずに少々お待ちを”との指示を受けるが、秋

川の晩秋、余りに風が冷たく、焚き火を始め、知らぬ間に焚き尽くす。 

 大谷氏大谷氏大谷氏大谷氏がががが、、、、薪木薪木薪木薪木１１１１巻巻巻巻（（（（５００５００５００５００円円円円））））をををを買買買買いいいい足足足足してきてしてきてしてきてしてきて、、、、苦情苦情苦情苦情のひとつものひとつものひとつものひとつも吐吐吐吐いたのかいたのかいたのかいたのか、、、、またまたまたまた

もやここでももやここでももやここでももやここでも端材端材端材端材ののののサービスサービスサービスサービス持持持持ちちちち帰帰帰帰るるるる。。。。    

 

【余談３１】バーベキューの材料手配に４０分程要すとのランド側説明に、興味深い推理

が２種。 

 多数派は、蕎麦屋の出前同様、“今、出ました”の類で、短か目、調子の良い回答と理解。

もう一方は、後のトラブルを避けるため、長目に鯖を読み安全を見た回答と解釈。 

 ＜後者の推理背景＞ 

１．こうした施設は、往々に提供者側がリーダーシップを有し、マイペースで運営し

ている。  

２．駅前スーパー迄は、車で１０分内外。（広場に、絵をペイントしたワゴン車が駐車）

たかが材料手配に、４０分もかかるはづがない。                                              

 

 結果は前者が正解で、１時間近い待ちぼうけ。 

  ＜後者の弁解＞ 

１．食材に飾り加工迄するとは読めなかった。 

２２２２．．．．亭主亭主亭主亭主のののの一言一言一言一言、、、、““““食材迄食材迄食材迄食材迄、、、、注文注文注文注文いただきましていただきましていただきましていただきまして有有有有りりりり難難難難うございましたうございましたうございましたうございました””””。。。。エッエッエッエッ、、、、そうそうそうそう    

    なんだなんだなんだなんだ！！！！    



 

 鉄板で肉と野菜を焼く、正統派「バーベキュー」に、在庫を一掃するがごとく調達した

ビール、酒、発泡酒、更には、昨夜入手の「白菜漬け」が加わる大判振る舞い。 

 焚き火に手を翳しながら、昨日、今日を振り返り、話題尽話題尽話題尽話題尽きずのきずのきずのきずの““““烏合烏合烏合烏合のののの衆衆衆衆””””。。。。    

 

 渓流向こうの樹々には、なお秋彩色を残すが、水の色は、早、鈍色、冬の色。抜ける寒

風が、十里木の里に白煙たなびかせ、いつのまにか小雨も混じる。 

 

 バス停、「十里木」で武蔵五日市駅へのバスを待つ。 

 雨に濡れたせいか、道脇丘陵の樹々が、しっとりとした薄朱色の紅葉を見せる。 

 

【余談３２】バス停位置の相違に気付いた御仁、有りや否や？ 

 「十里木」は、数馬・藤原方面と養沢方面（日の出山下山後利用した路線）の分岐点と

なり、路線違いにより合流地点前に同名バス停が２ヶ所有る。降車したのは前者バス停で、

乗車したのは後者バス停である。 

 前述の「本宿役場前」も、北の藤原方面と南の数馬方面に分かれるポイントバス停（但

し、同一バス停）で、「払沢の滝入り口」は北路線に設けられているものである。（もっと

も、南路線バスでも寄り道する便が多い） 

 バスの便数が少ない奥多摩地区では、行動範囲を拡げてくれる貴重な知識となる。 

 

    （（（（後日後日後日後日、、、、今回今回今回今回のののの記録記録記録記録をををを整理整理整理整理しているとしているとしているとしていると、、、、宿宿宿宿のののの領収書領収書領収書領収書、、、、明細伝票明細伝票明細伝票明細伝票のののの特別料理欄特別料理欄特別料理欄特別料理欄にににに、「、「、「、「はくさはくさはくさはくさ

いいいい（（（（夜夜夜夜））））５００５００５００５００円円円円」」」」のののの記載有記載有記載有記載有りりりり。。。。…………何何何何のことだろうのことだろうのことだろうのことだろう？？？？） 

 

 


